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・南米原産の「ヒユ科」多年生植物
・本県において近年問題となっている特定外来生物である
・水路、河川、湿地など水辺に繁殖
乾燥に強く、水田畦畔や畑においても生育可能

「地球上で最悪の侵略的植物」とも呼ばれる

ナガエツルノゲイトウとは

水田畦畔に発生したナガエツルノゲイトウ
（左：6月上旬、右：7月下旬撮影） 3
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日本農業新聞
（2025年1月21日）

（2025年1月22日）
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（2025年1月24日）

（2025年1月23日）



・茎や根の断片からも発根（栄養繁殖）して群落を形成
・春先から秋にかけて急速に成長するなど、非常に増殖力が強い
・群落拡大により、船舶の航行障害、水産資源を含む水生動植物への悪影響、
漁具に絡みつくなどの被害、水田への侵入や分布域の拡大

ナガエツルノゲイトウとは

茎の節から発根 水辺、水路で繁茂
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日本農業新聞
（2024年11月4日）



ナガエツルノゲイトウ形態的特徴

葉はとがっており、茎から左右対称（対生）
葉腋から１～４㎝花柄をのばす

7月～1１月に白い花が咲く
日本に侵入しているものは種子を

つけない

茎は横に這いながら枝分かれし、各節から発根
茎の切れ端からの栄養繁殖が極めて旺盛であり、
拡散性が高く、定着すれば急激に増殖
直根はゴボウの様
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水田畦畔での発生

・県内では、水田畦畔に発生した
ナガエツルノゲイトウが茎を伸ばして
ほ場内に侵入する事例が認められている

・除草剤散布後、地上部は枯れるが、
地下部には効果が低く、１～２か月で再生

萌芽（4月上旬ごろ）

匍匐し、茎を伸ばす

水田内へ侵入
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水田内での発生

・一節でもあれば茎の小さな断片からでも容易に再生
→一旦蔓延すると防除が困難であるため、ほ場内に侵入させないことが重要

節から萌芽、発根 再生後各節から発根
匍匐して広がる

立ち上がり、水稲と競合
収穫作業を阻害する場合も
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物理的防除物理的防除

②引き抜いた植物体をネット袋に詰める。

③袋詰めした後は所定の場所へ。

①根や茎をできるだけ残らないよう、
ちぎれないように慎重に引き抜く。

根取り器を使うと抜き取りやすい。

作業手順

④水に浮かんだ切れ端は残さず回収。
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防除時の注意点

○刈り払い機による除草は避ける！
・刈り払い機での除草は、裁断された茎葉の飛散により、
多数の個体を再生させる恐れがあるので避ける

○集落営農等、農機を共同利用する場合は要注意！
・発生ほ場での収穫や耕起の作業は、発生していないほ場での
作業を終えてから、いちばん最後に実施する

＊見つけたらまずは最寄りの農業農村振興事務所へご連絡ください

・除草剤を用いない場合、遮光率100％の
遮光シートにより長期間被覆

（1.5～2 年程度）
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・水稲栽培期間中、除草剤としてピラクロニル剤や
フロルピラウキシフェンベンジル剤が有効

・前年に発生が見られたほ場では体系処理が望ましい
（成分の使用回数には注意）

・蔓延ほ場では水稲刈り取り後から降霜期までの
非選択性茎葉処理剤（グリホサートカリウム塩）
が効果的

除草剤を使用しない場合、ほ場内で蔓延してしまい、
次作以降の防除が困難となる可能性があるので注意

除草剤による防除
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農業技術振興センターにおける試験事例
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・試験年度：令和５～６年の２か年

・県内の発生ほ場で試験を実施

●試験の目的：農地に侵入したナガエツルノゲイトウの
除草剤を利用した省力的、効率的な防除体系の確立

～令和６年度の試験結果について紹介～

節

切断茎

ほ場内に枠を設置
ナガエツルノゲイトウの
茎を枠内に埋込
→発生消長の観察、
除草剤の効果の確認



試験設計
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① 初期剤 + 一発処理剤A + 中後期剤

② 一発処理剤A + 中後期剤

③ 一発処理剤B + 中後期剤

④ 無処理（除草剤散布無し）

各試験区での残草状況を調査
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試験で使用した除草剤



観察調査結果

◎初期剤
ピラクロニル粒剤（移植３日後）

◎一発処理剤 A
ピラクロニル、ブロモブチド、
プロピリスルフロン粒剤
（移植12日後）

◎一発処理剤 B
ピラクロニル、フェンキノトリオン、
ピリミノバックメチル粒剤
（移植12日後）

◎中後期剤
フロルピラウキシフェンベンジル、ペノキス
スラム、ベンゾビシクロン粒剤（６月中旬）

◎非選択性剤
グリホサートカリウム塩液剤
（刈り取り後）

◎畦畔剤
フロルピラウキシフェンベンジル乳剤
（6月中旬）
※（）内は散布時期
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① 初期+一発A＋中期
生長

分枝

② 一発A＋中期
生長

分枝

③ 一発B＋中期 生長

④ 無処理区
生長

立上がり

調査ほ場

(5月3日

　移植）

5月15日 6月13日 6月26日 7月11日 7月24日
　　　　　調査日

処理区



・

除草剤（本田施用）による効果

無処理
(除草剤散布なし)

初期剤+一発処理剤A
+中後期剤

一発処理剤B
+中後期剤

７月下旬

ナガエツルノゲイトウに有効な成分を
含む除草剤の体系処理で生育を抑制
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・

生育量調査結果
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図１ 処理の違いによるナガエツルノゲイトウの生重

注）棒グラフ上の数字は無処理区対比 ％

処理
草丈 立上高株数 生重 生重/株

(㎝) (㎝) (本) (ｇ) (ｇ)

初期+一発A+中期 25.6 25.6 2.5 3.8 1.5 

一発A+中期 28.5 28.5 2.0 5.9 3.0 

一発B+中期 22.3 22.3 1.0 0.9 0.9 

無処理 84.8 54.6 8.0 130.4 16.3 

調査時のナガエツルノゲイトウ

無処理

一発②+中期

初期+一発①+中期

100

体系処理により…
草丈：約３割に抑制
生重：５～18％に抑制

5.3

18.2
9.3
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・収穫前の8月下旬にナガエツルノゲイトウの生育量を調査



・

除草剤（畦畔茎葉散布）による効果

６月中旬

10月中旬 11月中旬

６月下旬

フロルピラウキシ
フェンベンジル
乳剤散布

グリホサートカリウム
塩液剤散布
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